
表現 鑑賞 知識（知） 技能（技） 発想・構想（発） 鑑賞（鑑） 表現（態表） 鑑賞（態鑑） Ａ表現 Ｂ鑑賞

オリエ
ン
テー
ション

1
美術って何だろ
う？

・小学校で学んだ「図画工作科」との
つながりや「美術科」で大切にしてほ
しいことなどを知る。
・原始美術から人類と美術のつなが
りを考え感じ取る。
・美術科で使用する画材の説明や、
題材の紹介を行い年間制作の見通
しを持つ。

原始美術から現代美術
までのつながりや、社会
での美術の役割につい
て理解している。

原始美術から現代美術
までのつながりやそれぞ
れの時代の作品の良さ
や美しさを主体的に感じ
取る鑑賞の活動に取り
組もうとしている。 （１）ア（ア）

デザ
イン

絵画

5

色の知識と絵具
基礎
｛平塗、混色、重
色｝

・色系統について学ぶ。
・暖色・寒色・中間色の違いを学び、
色の持つ感情を知る。
・絵の具の混色をすることで、自分の
意図に沿った色の作り方を学ぶ。
・明度を利用して立体的に表現する。

・色の基礎知識を基に、
グラデーション表現と、
明度を利用して立体的
に見える表現をする。

明暗を表す混色や表現
を理解している。

アクリル絵の具などの材
料や用具を工夫して生
かし、制作の順序を考
え、見通しをもってあらわ
している。

明暗の組み合わせなど
を考え、立体感を表す創
造的な構成を工夫し、構
想を練っている。

美術の創造活動の喜び
をあじわい、主体的にア
クリル絵の具などの材料
や用具を工夫して作品に
あらわす表現の学習活
動に取り組もうとしてい
る。

（１）ア
（２）ア（ア）（イ）

絵画 6

見えないものを表
す
「色彩と形で感情
を表現しよう」

・抽象的な表現に関心を持ち、自分
の感情や想いなどから主題を生み出
す。
・主題を基に、形や色、材料などの構
想を練る。
・形や色の組み合わせ方や構成など
を工夫して制作する。
・完成作品を鑑賞しあい、意図や工
夫を感じ取り、言語活動を行う。

自分の感情や想いから
発想を広げ、形と色を工
夫して作品にあらわす。

作品を鑑賞し作者の表
現の意図や工夫を感じ
取る。

形や色などの組み合わ
せが感情にもたらす効果
や、造形的な特徴をもと
に、描かれた感情や想い
を全体のイメージで捉え
ることを理解している。

材料や用具の特性を生
かし意図に応じて自分の
表現方法を追求して創
造的に表している。

自分の感情や想いなど
から主題を生み出し、単
純化や省略、強調、材料
の組み合わせなどを考
え、創造的な構成を工夫
し、心豊かに表現する構
想を練っている。

見えないものを形や色で
表した作品のよさや美し
さを感じ取り、作者の心
情や表現の意図と創造
的な工夫などについて考
えるなどして、美意識を
高め見方や感じ方を深
めている。

美術の創造活動の喜び
をあじわい、主体的に自
分の感情や想いから発
想を広げ、作品にあらわ
す表現の学習活動に取
り組もうとしている。

美術の創造活動の喜び
をあじわい、主体的に作
者の表現の意図や工夫
を感じ取る鑑賞の活動に
取り組もうとしている。

（１）イ（ア）
（２）ア（ア）
（イ）

（１）ア（ア）

彫刻 13
令和土器
「生きる力」

・火焔型土器を鑑賞し、作品の特徴
を捉えながら当時の人々の表現の工
夫を考え作品の見方や感じ方を広げ
る。
・感じたことや考えたことを話し合い、
他者の考えに関心をもち、作品の見
方を広げる。
・題材の「生きる力」から発想を広
げ、自分の思いを造形に生かして作
品を作る。
・完成作品を鑑賞しあい、意図や工
夫を感じ取り、言語活動を行う。

題材の「生きる力」から
発想を広げ、自分の思
いを造形に生かして工
夫して作品を作る。

作品を鑑賞し作者の表
現の意図や工夫を感じ
取る。

形や質感などが感情に
もたらす効果や造形的な
特徴をもとに、生きる力
を全体的なイメージで捉
えることを理解している。

材料や用具の特性を生
かし意図に応じて自分の
表現方法を追求して創
造的に表している。

これらかの未来をどう生
きるか自身の中から主
題を生み出し、単純化や
強調の組み合わせや造
形的な意図を考え、創造
的な構成を工夫し心豊
かに表現する構想を練っ
ている。

火焔型土器を鑑賞し、作
品の特徴を捉えながら当
時の人々の表現の工夫
を考え作品の見方や感
じ方を広げることができ
ている。
感じたことや考えたこと
を話し合い、他者の考え
に関心をもち、作品の見
方を広げることができて
いる。

美術の創造活動の喜び
をあじわい、楽しく形や
色を工夫して令和土器を
作る表現の学習活動に
取り組もうとしている。

美術の創造活動の喜び
を味わい、作品に込めら
れた願いなどを考える鑑
賞の活動に取り組もうと
している。

デザ
イン

10
生活を彩る文様
「つながる模様で
コースターづくり」

自然や日用品から発想
を広げ、形や色を工夫し
て文様をつくる。

日本の文様を鑑賞し、表
現の工夫や文様に込め
られた願い、生活とのか
かわりなどを感じ取る。
生徒作品を鑑賞し、表現
の工夫や文様に込めら
れた願などを感じ取る。

文様の形や色、構成など
が見る人に与える効果
について理解している。

自分の主題に応じて、制
作の順序を考え、見通し
を持ち、材料や用具の生
かし方などを工夫して、
連続する文様を表してい
る。

自然物や日用品の形や
色の特徴から主題を生
み出し、美的感覚を働か
せて調和のとれた美しさ
などを考え表現の構想を
練っている。

日本の文様を鑑賞し、造
形的なよさや美しさを感
じ取り表現の工夫や文
様に込められた願い、生
活とのかかわりなどを考
えるなどして見方や感じ
方を広げている。

美術の創造活動の喜び
をあじわい、楽しく形や
色を工夫して文様を作る
表現の学習活動に取り
組もうとしている。

美術の創造活動の喜び
を味わい、楽しく日本の
文様に込められた願い
や生活とのかかわりなど
を考える鑑賞の活動に
取り組もうとしている。

（１）イ（ア）
（２）ア（ア）
（イ）

（１）ア（イ）イ
（ア）（イ）

我が国
の伝統
と文化
の尊
重、国を
愛する
態度

デザ
イン

9
自然の形や色を
見つめて

・自然物の造形に関心を持ち、様々
な感覚を通じて捉えた自然物の形や
色、質感などをもとに主題を生み出
す。
・主題を基に形や色、材料などの構
想を練る。
・形や色、質感などを工夫して制作す
る。
・完成作品を鑑賞しあい、意図や工
夫を感じ取り、話し合う。

自然物の形や色、重さ
や手触りなどをさまざま
な感覚を通じて捉え、材
料の特徴を生かして表
わす。

作品を鑑賞し、自然の形
や色を表すためにどの
ような工夫をしているの
か考える。

形や色、質感などが感情
にもたらす効果や造形的
な特徴を基に自然物の
美しさや面白さを全体の
イメージで捉えることを
理解している。

絵具や粘土など、自然の
形や色を表す材料や用
具の特性を生かし、意図
に応じて工夫してあらわ
している。

様々な感覚を通じて捉え
た自然物の形や色、質
感などをもとに主題を生
み出し、全体と部分との
関係などを考え、創造的
な構成を工夫し、心豊か
に表現する構成を練って
いる。

自然物を表した作品の
造形的な良さやうつくしさ
を感じ取り、自然の形や
色をあわらすための表現
の工夫などについて考え
るなどして、見方や感じ
方を広げている。

美術の創造活動の喜び
をあじわい、楽しく自然
の形や色を表す表現の
学習活動に取り組もうと
している。

美術の創造活動の喜び
をあじわい、楽しく自然
の形や色を表した作品
の鑑賞活動に取り組もう
としている。 （１）イ（ア）

（２）ア（ア）
（イ）

（１）ア（ア）イ
（ア）

理科

鑑賞
絵画

1
鑑賞「風神雷神」
受けつがれる日
本の美

・「風神・雷神像」や様々な絵師が描
いた「風神雷神図屏風」を鑑賞し、違
いやそれぞれの良さを感じ取る。
・感じたことや考えたことを話し合い、
他者の考えに関心をもち、作品の見
方を広げる。

風神雷神を表した作品を
比較して鑑賞し、それぞ
れの良さや違いについ
て話し合う。また屏風の
特性を生かした鑑賞の
仕方を理解して、作品の
見方や感じ方を広げる。

形や色、材料、光などが
感情にもたらす効果や、
作品の造形的な特徴、
屏風などの表現形式な
どを基に日本の美術文
化を全体のイメージや作
風で捉えることについて
理解している。

風神雷神をテーマとした
作品群の造形的な良さ
や美しさを感じ取り、そ
れぞれの作品の共通点
や違い、屏風の特性など
を考えるなどして、日本
美術についての見方や
感じ方を広げている。

美術の創造活動の喜び
を味わい、楽しく日本の
美術文化を鑑賞する学
習活動に取り組もうとし
ている。 （１）ア（ア）イ

（イ）

我が国
の伝統
と文化
の尊
重、国を
愛する
態度

国語

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

令和７年度　美術科　１年生　年間指導計画

分野 時数 題材名 学習活動
目標

観点別評価規準例
学習指導要領との関連

道徳
との
関連

他教
科と
の
関連



表現 鑑賞 知識（知） 技能（技） 発想・構想（発） 鑑賞（鑑） 表現（態表） 鑑賞（態鑑） Ａ表現 Ｂ鑑賞

彫刻・
デザ
イン

13
空想の世界へよう
こそ「地域に潜む
妖怪」

・自分の見方や感じ方を深めながら、
空想の世界を表したり、作品を鑑賞
したりする活動に主体的に取り組
む。
・創造から主題を生み出し、主題をも
とに心豊かな表現の構想を練る。
・形や色、構成などを工夫して制作す
る。

主題から発想を広げ、形
と色を工夫して作品にあ
らわす。

作品を鑑賞し作者の表
現の意図や工夫を感じ
取る。

形や色などの組み合わ
せが感情にもたらす効果
や、造形的な特徴をもと
に、描かれた感情や想い
を全体のイメージで捉え
ることを理解している。

材料や用具の特性を生
かし意図に応じて自分の
表現方法を追求して創
造的に表している。

主題を豊かに発想し、単
純化や省略、強調、の組
み合わせなどを考え、創
造的な構成を工夫し豊
かに表現する構想を練っ
ている。

空想のものを形や色で
表した作品のよさや美し
さを感じ取り、作者の心
情や表現の意図と創造
的な工夫などについて考
えるなどして、美意識を
高め見方や感じ方を深
めている。

美術の創造活動の喜び
をあじわい、主体的に自
分の感情や想いから発
想を広げ、作品にあらわ
す表現の学習活動に取
り組もうとしている。

美術の創造活動の喜び
をあじわい、主体的に作
者の表現の意図や工夫
を感じ取る鑑賞の活動に
取り組もうとしている。 （１）イ（ア）

（２）ア（ア）
（イ）

（１）ア（ア） 国語

絵画 7
「水墨画」
濃淡の美しさで動
きを表現する

・墨による多彩な表現に関心を持ち、
墨ならでは効果を基に主題を生み出
す。
・主題を基に墨の特性を生かして構
想を練る。
・墨の表現や余白の生かし方などを
工夫して制作する。
・完成作品を鑑賞しあい、意図や工
夫を感じ取り、言語活動を行う

墨の様々な表現を知り
その表現を生かして作
品を描く。

作品を鑑賞して墨の表
現の豊かさや余白により
生まれる美しさなどを感
じ取る。

墨の特性や質感などが
感情にもたらす効果や、
余白の効果、造形的場
特徴をもとに墨の世界を
全体のイメージで捉える
ことを理解している。

墨の特性を生かし、意図
に応じて自分の表現方
法を追求して創造的に表
している。

墨の表現の様々な効果
を基に主題を生み出し、
単純化や省略、強調など
を考え、創造的な構成を
工夫し、心豊かに表現す
る構想を練っている。

墨の表現の豊かさや余
白により生まれる美しさ
を感じ取り、作者の心情
や表現の意図と創造的
な工夫などについて考え
るなどして、美意識を高
め、見方や感じ方を深め
ている。

美術の創造活動の喜び
をあじわい、主体的に墨
の効果を生かして作品を
描く表現の学習活動に
取り組もうとしている。

美術の創造活動の喜び
をあじわい、主体的に墨
の表現の豊かさや余白
により生まれる美しさな
どを感じ取る鑑賞の学習
活動に取り組もうとして
いる。

（１）ア（ア）
（２）ア（ア）
（イ）

（１）ア（ア）イ
（イ）

我が
国の
伝統
と文
化の
尊重、
国を
愛す
る態
度

鑑賞
絵画

1
鑑賞「北斎から
ゴッホへ」ジャポニ
スム

・日本や西洋の美術作品についてそ
れぞれの良さや美しさを感じ取る。
・日本の美術が西洋美術に与えた影
響について考え、美術文化への見方
や感じ方を深める。
・感じたことや考えたことを話し合い、
他者の考えに関心を持ち、作品の見
方を広げる。

作品を鑑賞し、日本の美
術が西洋美術に与えた
影響について考える。
また、日本と西洋の美術
作品のそれぞれの良さ
や美しさを感じ取り美術
文化への理解を深める。

形や色、材料、質感など
が感情にもたらす効果
や、作品の造形的な美し
さや特徴をもとに、日本
美術が西洋美術に与え
た影響や、日本や西洋
の美術文化を全体のイ
メージで捉えることを理
解している。

日本や西洋の美術作品
について、それぞれのよ
さや美しさを感じ取り、日
本美術が西洋美術に与
えた影響について考える
などして美意識を高め、
美術文化への見方や感
じ方を深めている。

美術の創造活動の喜び
をあじわい、主体的に日
本美術が西洋美術に与
えた影響について考え、
日本や西洋の美術作品
について良さや美しさを
感じ取る鑑賞の活動に
取り組もうとしている。

（１）ア（ア）イ
（イ）

真理
の探
究、国
際理
解、我
が国
の伝
統と
文化
の尊
重

絵画 6
自分の内面を表
す
「形と色の挑戦」

・抽象的な表現に関心を持ち、自分
の感情や想いなどから主題を生み出
す。
・主題を基に、形や色、材料などの構
想を練る。
・形や色の組み合わせ方や構成など
を工夫して制作する。
・完成作品を鑑賞しあい、意図や工
夫を感じ取り、言語活動を行う。

自分の感情や想いから
発想を広げ、形と色を工
夫して作品にあらわす。

作品を鑑賞し作者の表
現の意図や工夫を感じ
取る。

形や色などの組み合わ
せが感情にもたらす効果
や、造形的な特徴をもと
に、描かれた感情や想い
を全体のイメージで捉え
ることを理解している。

材料や用具の特性を生
かし意図に応じて自分の
表現方法を追求して創
造的に表している。

自分の感情や想いなど
から主題を生み出し、単
純化や省略、強調、材料
の組み合わせなどを考
え、創造的な構成を工夫
し、心豊かに表現する構
想を練っている。

見えないものを形や色で
表した作品のよさや美し
さを感じ取り、作者の心
情や表現の意図と創造
的な工夫などについて考
えるなどして、美意識を
高め見方や感じ方を深
めている。

美術の創造活動の喜び
をあじわい、主体的に自
分の感情や想いから発
想を広げ、作品にあらわ
す表現の学習活動に取
り組もうとしている。

美術の創造活動の喜び
をあじわい、主体的に作
者の表現の意図や工夫
を感じ取る鑑賞の活動に
取り組もうとしている。

（１）イ（ア）
（２）ア（ア）
（イ）

（１）ア（ア）

デザ
イン

8

メッセージを伝え
る
「より良い世界を
作る私たち」

形や色、材料などの使
い方を工夫して、自分の
思いが他者に伝わりや
すいように表す。

作品を鑑賞し作者の想
いや表現の工夫を感じ
取る。

形や色、材料などが感情
にもたらす効果や造形的
な特徴をもとに社会問題
に対する課題や自身の
気持ちを全体のイメージ
で捉えることを理解して
いる。

自分の表したい内容に
合った材料や用具を選
択し意図に応じて自分の
表現方法を追求して創
造的にあらわしている。

社会問題から主題を生
み出し、単純化や省略、
強調、材料の組み合わ
せなどを考え、創造的な
構成を工夫し心豊かに
表現する構想を練ってい
る。

作者の心情や表現の意
図と創造的な工夫などに
ついて考えるなどして、
見方や感じ方を深めてい
る。

美術の創造活動の喜び
をあじわい、主体的に思
い出に残る場面やその
時の気持ちをあらわす表
現の学習活動に取り組
もうとしている。

美術の創造活動の喜び
をあじわい、主体的に作
者の想いや表現の工夫
を感じ取る鑑賞活動に取
り組もうとしている。 （１）ア（ア）

（２）ア（ア）
（イ）

（１）ア（ア）

社会
との
関わ
り

学習指導要領との関連
道徳
との
関連

他教
科と
の
関連知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

令和７年度　美術科　2年生　年間指導計画

分野時数 題材名 学習活動 目標
観点別評価規準例



表現 鑑賞 知識（知） 技能（技） 発想・構想（発） 鑑賞（鑑） 表現（態表） 鑑賞（態鑑） Ａ表現 Ｂ鑑賞

絵画
彫刻

10
季節感のある暮ら
し「季節を感じる
和菓子」

・季節の持つイメージに関心を持ち、
様々な感覚を通じて捉えた季節の形
や色、質感などをもとに主題を生み
出す。
・主題を基に形や色、材料などの構
想を練る。
・形や色、質感などを工夫して制作す
る。
・完成作品を鑑賞しあい、意図や工
夫を感じ取り、話し合う。

季節の形や色、物事な
どを捉え、用具と材料の
特徴を生かして表わす。

作品を鑑賞し季節感を
表すために形や色など、
どのような工夫をしてい
るのか考える。

形や色、質感などが感情
にもたらす効果や造形的
な特徴をもとに、それぞ
れの季節の美しさや面
白さを全体のイメージで
捉えることを理解してい
る。

季節感を表す形や色、
材料、用具の特性を生
かし、意図に応じて工夫
してあらわしている。

様々な感覚を通じて捉え
た季節感を表す形や色
などをもとに主題を生み
出し、全体と部分との関
係などを考え、創造的な
構成を工夫し、心豊かに
表現する構成を練ってい
る。

季節を表した作品の造
形的な良さやうつくしさを
感じ取り、主題をあわら
すための表現の工夫な
どについて考えるなどし
て、見方や感じ方を広げ
ている。

美術の創造活動の喜び
をあじわい、主体的に楽
しく季節の形や色を表す
表現の学習活動に取り
組もうとしている。

美術の創造活動の喜び
をあじわい、主体的に楽
しく季節の形や色を表し
た作品の鑑賞活動に取
り組もうとしている。 （１）イ（ア）

（２）ア（ア）
（イ）

（１）ア（ア）イ
（ア）

我が
国の
伝統
と文
化の
尊重、
国を
愛す
る態
度

国語
家庭

鑑賞
彫刻

2 仏像鑑賞

・仏像を鑑賞し、違いやそれぞれの
良さを感じ取る。
・感じたことや考えたことを話し合い、
他者の考えに関心をもち、作品の見
方を広げる「。

仏像を比較して鑑賞し、
それぞれの良さや違い
について話し合う。また
仏像の鑑賞の仕方を理
解して、作品の見方や感
じ方を広げる。

形や色、材料、光などが
感情にもたらす効果や、
作品の造形的な特徴や
美しさなどを基に日本の
美術文化を全体のイメー
ジや作風で捉えることに
ついて理解している。

仏像の造形的な良さや
美しさを感じ取り、それぞ
れの作品の共通点や違
い、屏風の特性などを考
えるなどして、日本美術
についての見方や感じ
方を広げている。

美術の創造活動の喜び
を味わい、楽しく日本の
美術文化を鑑賞する学
習活動に取り組もうとし
ている。

（１）ア（ア）イ
（イ）

我が
国の
伝統
と文
化の
尊重、
国を
愛す
る態
度

社会

鑑賞
絵画

1
鑑賞
ゲルニカ「明日へ
の願い」

・「ゲルニカ」を鑑賞し、作者の表現
の意図や作品に込められた思いを感
じ取る。
・作品が描かれた背景や作者につい
て知り、美術文化への見方や感じ方
を深める。
・感じたことや考えたことを話し合い、
他者の考えに関心を持ち、作品の見
方を深める。

ゲルニカを鑑賞し、作品
がつくられた背景を基
に、作者の表現の意図
や工夫を感じ取る。

形や色、質感などが感情
にもたらす効果や造形的
な特徴を基にピカソがゲ
ルニカに託した思いなど
を全体のイメージで捉え
ることを理解している。

ゲルニカや、その他のピ
カソの作品の造形的な
良さや美しさを感じ取り、
作品がつくられた背景を
基に作者の表現の意図
や工夫を考えるなどし
て、美意識を高め見方や
感じ方を深めている。

美術の創造活動の喜び
をあじわい、主体的に作
品がつくられた背景を基
に作者の表現の意図や
工夫を感じ取る鑑賞活
動に取り組もうとしてい
る。

（１）ア（ア）

国際
理解・
生命
の尊
さ

デザ
イン

12
「現在の私、未来
の私」

・現在の等身大の自信を見つめると
ともに、未来に対する希望や決意を
もとに主題を生み出す。
・主題をもとに、形や色、構図などの
構成を練る。
・完成作品を鑑賞しあい、意図や工
夫を感じ取り、話し合う。

形や色、材料などの使
い方を工夫して、思い出
に残る場面やその時の
気持ちを表す。

作品を鑑賞し作者の想
いや表現の工夫を感じ
取る。

形や色、材料などが感情
にもたらす効果や造形的
な特徴を基に思い出の
情景やその時の気持ち
を全体のイメージで捉え
ることを理解している。

自分の表したい内容に
あった材料や用具を選
択し意図に応じて自分の
表現方法を追求して創
造的にあらわしている。

現在の等身大の自信を
見つめるとともに、未来
に対する希望や決意か
ら主題を生み出し、単純
化や省略、強調、色や形
の組み合わせなどを考
え、創造的な構成を工夫
し、心豊かに表現する構
想を練っている。

作者の思いが込められ
た作品の造形的な良さ
や美しさを感じ取り、作
者の心情や表現の意図
と創造的な工夫などにつ
いて考えるなどして、見
方や感じ方を深めてい
る。

美術の創造活動の喜び
をあじわい、主体的に主
題を見つめ、表現の学習
活動に取り組もうとして
いる。

美術の創造活動の喜び
をあじわい、主体的に作
者の想いや表現の工夫
を感じ取る鑑賞活動に取
り組もうとしている。

（１）ア（ア）
（２）ア（ア）
（イ）

（１）ア（ア）

より良
い学
校生
活

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

令和７年度　美術科　３年生　年間指導計画

分野時数 題材名 学習活動 目標
観点別評価規準例

学習指導要領との関連
道徳
との
関連

他教
科と
の
関連


